
     

         

 

 

 

 

主題たのしいね・やったぁ・交わって楽しんで 保育テーマ からだ 月の歌 さんぽ・こぶたたぬききつねねこ 

聖句 喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きなさい。 

ローマの信徒への手紙１２章１５節 

毎月の讃美歌 ♪ありがとう 

♪かみさまがいっしょに 

０．１．２歳児の目標 3．4．5歳児の目標 

・友だちに関心を持ち、一緒に楽しいと感じる。 

・変化する季節の中で、散歩や戸外での遊びを感じる。 

 

・大切な体と心を神さまが創ってくださったことを喜

ぶ。・友だちと意見を交わし合う中で関係が深まり、

遊びの楽しさやおもしろさ、また難しさを感じる。 

  10月の聖句は新約聖書〔ローマの信徒への手紙〕12章 15節「喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣

きなさい」という言葉です。相手に寄り添って共感することの大切さを語ると同時に、その大変さも語って

いる言葉です。喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣くためには、相手に共感し、相手の気持ちを自分のこと

のように受け止めなければなりません。それには大きなエネルギーが必要です。うまく気持ちを切り替える

ことができないと、それを引きずって負担になってしまいます。例えば、趣味のスポーツのような自分の好

きなことをやりたくてやったとしても体が疲れるように、嬉しいことや楽しいことでもそれを抱えたまま

だと心は疲れてしまいます。それが自分にとって嫌なことや悲しいことならば、なおさら心にかかるストレ

スはつらいものになります。認知科学の研究においても、ストレスを溜まると実際に脳の認知機能に負荷を

かけた状態が続いて心身ともに疲れやすくなってしまうという結果が出ています。ストレス耐性やレジリ

エンス（立ち直る力）、認知特性や心のキャパシティは一人ひとり異なります。喜ぶ人と共に喜び、泣く人

と共に泣くことができるためには、相手に関心を持って接しなければなりませんが、その前にまず自分自身

に関心を持って自分自身の心の状態をよく知ることから始める必要があります。 

ルーテル合志教会 牧師 多田 哲  
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※お楽しみメニューの日は、白ご飯は不要です 

※体育教室は体操服での登園です 

 


